ニーズ観察ワークシート
活動中の観察、直後の聞き取り、授業後の再評価を記録し、次の授業で扱う課題を整理するためのシートです。
	記入日
	
	授業・活動
	



1　場面と条件
	項目
	記入欄

	目標とするコミュニケーション場面
	 
 

	モード（対面／オンライン／ハイブリッド）
	 

	場面の区分（例：フォーマル・セッション／インフォーマル・セッション／社交）
	 
 

	その場面で必要な目標can-do（necessities）
	 
 
 

	利用できる／利用できない支援
	 
 

	準備時間・応答時間
	 




2　観察と聞き取り
	項目
	記入欄

	実演・成果物・観察から確認した学習者のcan-doの現状
	 
 
 

	セルフチェックによる学習者のcan-doの現状
	 
 

	つまずき・沈黙が起きた箇所
	 
 
 

	目標can-doと学習者のcan-doの現状の差（lacks）
	 
 
 

	知識面で補うこと
	 
 

	実践面で練習すること
	 
 

	「第一言語ならできたか」への回答
	 
 

	次回までに準備で埋められること
	 
 




3　優先順位と再評価
	項目
	記入欄

	本番での重要度に照らして優先するlacks
	 
 

	授業後の再実演による学習者のcan-doの現状
	 
 
 

	授業後のセルフチェック
	 
 

	縮まった／残った／新たに見つかったlacks
	 
 
 

	評価に用いた資料・記録と教員の判断
	 
 
 

	まだ確認できていないこと
	 
 

	次の目標
	 
 


観察時の印象だけで判断せず、実演、成果物、セルフチェック、聞き取りなど、確認できた記録を併記してください。
授業用ワークシート




